
『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』の
希
少
性

『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』が
刊
行
さ
れ
た
目
的
に
つ
い
て
は
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）四
月
の

第
一
巻
第
一
号
で「
日
蓄
ニ
ュ
ー
ス
の
使
命
は
日
蓄
四
大
製
品
を
取
扱
つ
て
居
ら
る
ゝ
大

売
捌
店
、特
約
店
と
会
社
と
を
打
つ
て
一
丸
と
な
し
、以
つ
て
更
に
一
層
完
全
な
る
理
解

の
下
に
一
致
協
力
、共
存
共
栄
の
精
神
を
以
つ
て
此
の
我
が
多
望
な
る
業
界
の
進
歩
発
達

の
為
め
に
邁
進
す
る
に
当
り
其
の
一
助
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」と
明
記
し
て

い
る
。つ
ま
り
、日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
、そ
の
商
品
を
販
売
す
る
店
舗
と
の
意
思
疎
通
を

図
り
、レ
コ
ー
ド
産
業
界
の
発
展
を
企
図
し
た
情
報
誌
で
あ
っ
た
。

こ
の
情
報
誌
は
右
の
説
明
文
か
ら
す
る
と
、コ
ロ
ム
ビ
ア
の
特
約
店
な
ど
の
レ
コ
ー
ド

店
に
配
布
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
除
く
と
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
一
部

の
関
係
者
に
渡
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
、音
楽
関
係
の
史
料
を
収
集
し

て
い
る
音
楽
大
学
図
書
館
や
研
究
機
関
で
も
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
に
等
し
い
。

今
回
の『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』の
復
刻
は
、国
立
国
会
図
書
館

と
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
の
所
蔵
分
か
ら
な
る
。国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
分
は
貴

重
書
の
た
め
、閲
覧
お
よ
び
コ
ピ
ー
な
ど
に
制
限
が
あ
る
。一
方
で
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株

式
会
社
の
所
蔵
分
は
、一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、今
回
の『
日
蓄
ニ
ュ
ー

ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』の
復
刻
版
に
よ
っ
て
、従
来
は
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で

利
用
し
づ
ら
か
っ
た
両
史
料
が
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
存
す
る『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』か
ら
、定
期
刊
行
物
と

し
て
の
性
格
に
つ
い
て
探
る
と
、い
く
つ
か
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。ま
ず
両
タ
イ
ト
ル
が

違
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
変
化
だ
が
、こ
れ
は
昭
和
八
年
一
月
の
第
四
巻
第
一
号
か
ら

『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』と
改
題
さ
れ
た
。第
一
巻
は
四
月
刊
行
の
た
め
、こ
の
年
は

全
九
号
し
か
な
い
が
、昭
和
六
年
の
第
二
巻
と
同
七
年（
一
九
三
二
）の
第
三
巻
は
毎
月
発

行
で
全
十
二
号
で
あ
る
。昭
和
八
年（
一
九
三
三
）の
第
四
巻
は
第
十
一
号
が
十
二
月
に
遅

れ
、同
九
年（
一
九
三
四
）の
第
五
巻
は
第
四
号
が
五
月
に
遅
れ
た
こ
と
で
全
十
一
号
し
か

な
い
。昭
和
十
年
の
第
六
巻
は
毎
月
発
行
さ
れ
て
お
り
全
十
二
号
に
戻
っ
て
い
る
。

改
題
に
続
く
大
き
な
変
更
は
、昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）の
第
六
巻
か
ら
季
刊
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、年
間
に
四
号
か
五
号
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。現
存
号

か
ら
は
第
六
巻
第
二
号
が
五
月
、第
四
号
が
九
月
の
発
行
で
あ
り
、発
行
の
不
規
則
性
が

刊
行
月
を
特
定
す
る
こ
と
を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
。ま
た
こ
の
季
刊
と
な
っ
た『
コ
ロ
ム

ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』が
い
つ
頃
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
難
し
い

が
、そ
の
最
終
巻
の
時
期
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
考
え
方
が
で
き
る
。

ま
ず
一
つ
は
、コ
ロ
ム
ビ
ア
が
特
約
店
な
ど
に
配
布
し
た
販
売
宣
伝
用
の『
コ
ロ
ム
ビ

ア
レ
コ
ー
ド
』（
改
題『
ニ
ッ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
』）の
新
譜
月
報
が
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）

二
月
頃
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
事
実
か
ら
す
る
と
、同
時
期
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。も
う
一
つ
は
、昭
和
十
四
年
十
月
に『
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
報
』が
創
刊
さ

れ
た
こ
と
で
、こ
れ
を
機
に『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』が
発
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。『
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
報
』は
昭
和
十
七
年
十
二
月
の
第
二
十
二
号
で『
日

蓄
時
報
』と
改
題
さ
れ
て
、同
十
九
年
七
月
の
第
三
十
一
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。そ

し
て
昭
和
二
十
一
年
二
月
の『
日
蓄
時
報
』の
復
刊
を
経
て
、同
年
四
月
か
ら『
コ
ロ
ム
ビ

ア
時
報
』へ
と
題
名
が
戻
り
、同
二
十
七
年（
一
九
五
二
）七
月
の
第
四
十
四
号
ま
で
刊
行

が
確
認
で
き
る
。『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』が『
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
報
』へ
と
継
続
し
た
と

考
え
れ
ば
昭
和
十
四
年
頃
ま
で
で
あ
り
、『
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
報
』と
は
別
に
発
行
さ
れ
て
い

た
と
考
え
れ
ば
同
十
九
年
頃
ま
で
と
な
る
。こ
の
点
は
新
た
な
現
存
号
が
出
て
来
こ
な
い

限
り
わ
か
ら
な
い
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
芸
術
家
の
入
社
情
報

昭
和
歌
謡
に
関
す
る
書
籍
は
昭
和
時
代
か
ら
多
数
存
在
す
る
が
、歌
手
、作
詞
家
、作

曲
家
の
正
確
な
情
報
を
記
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。む
し
ろ
い
い
加
減
な
記
述
に
溢
れ



て
お
り
、孫
引
き
し
た
段
階
で
大
き
な
事
実
誤
認
を
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
い
。『
日
蓄

ニ
ュ
ー
ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』に
は
、昭
和
何
年
何
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専

属
に
な
っ
た
か
と
い
う
有
力
な
情
報
が
散
見
さ
れ
る
。例
え
ば
希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
作
曲
家
古
賀
政
男
に
つ
い
て
は
、「
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
作
曲
家
新
人　
古
賀
政
男

氏
を
語
る
」（
第
二
巻
第
九
号
）を
は
じ
め
、古
賀
政
男「
専
属
芸
術
家
の
随
想
―
雨
だ
れ
の

音
」（
第
三
巻
第
七
号
）、「
南
風
に
送
ら
れ
て
古
賀
政
男
氏
病
癒
へ
て
帰
る
」（
第
五
巻
第
四

号
）が
確
認
で
き
る
。ま
さ
に
専
属
作
曲
家
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
、コ
ロ
ム
ビ
ア
を
去
る
直
前
の

心
身
疲
労
を
迎
え
た
時
期
ま
で
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
初
期
の
作
品
を
支
え
た
歌
手
の
江
文
也
と
関
種
子
に
つ
い
て
は
、「
新

人・江
文
也
さ
ん　
肉
弾
三
勇
士
で
突
如
現
は
れ
た　
こ
の
驚
く
べ
き
多
才
振
り
」（
第
三

巻
第
五
号
）、関
種
子「
吹
込
む
ま
で
」（
同
上
）が
あ
る
。古
賀
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
作
曲

家
江
口
夜
詩
の
入
社
に
つ
い
て
は
、「
新
進
作
曲
家
佐
藤
行
洋
、江
口
夜
詩
の
両
氏
を
専
属

に
加
ふ
」（
第
四
巻
第
二
号
）が
報
じ
て
い
る
。ビ
ク
タ
ー
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
移
籍
し
た

芸
者
歌
手
第
一
号
の
藤
本
二
三
吉
と
、コ
ロ
ム
ビ
ア
が
発
掘
し
た
赤
坂
小
梅
と
豆
千
代
に

つ
い
て
は
、「
新
に
専
属
に
な
つ
た
藤
本
二
三
吉
さ
ん
、赤
坂
の
小
梅
さ
ん
」（
第
四
巻
第
四

号
）、「
艶
麗
明
朗
な
美
姫
の
出
現
、福
小
松
の
豆
千
代
さ
ん
、愈
々
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
と
し

て
活
躍
」（
第
四
巻
第
十
一
号
）で
取
り
上
げ
て
い
る
。

歌
手
の
伊
藤
久
男
は
昭
和
八
年
に
専
属
に
な
る
も
ヒ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、昭

和
十
五
年
に
は「
高
原
の
旅
愁
」や「
暁
に
祈
る
」と
い
っ
た
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、ス
タ
ー

歌
手
の
仲
間
入
り
を
は
た
す
。そ
の
新
人
記
事
が「
新
人
歌
手
、伊
藤
久
男
、コ
ロ
ム
ビ
ア

専
属
と
な
る
」（
第
四
巻
第
四
号
）で
あ
る
。一
方
で
ヒ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
ず
短
命
に
終
わ
っ

た
上
野
静
夫
や
青
山
薫
に
つ
い
て
は
、「「
恋
の
舟
唄
」の
名
テ
ナ
ー
上
野
静
夫
君
専
属
と

な
る
」（
第
五
巻
第
六
号
）、「
明
朗
な
る
新
人
バ
リ
ト
ン
秋
月
直
胤
君
専
属
と
な
る
」（
第
六

巻
第
五
号
）で
紹
介
し
て
い
る
。後
者
の
記
事
か
ら
秋
月
直
胤
が
青
山
薫
と
改
名
し
た
事

実
も
判
明
す
る
。

作
詞
家
の
久
米
正
雄
、久
保
田
宵
二
、西
條
八
十
に
つ
い
て
は
、久
米
正
雄「
入
社
に
際

し
て
」（
第
五
巻
第
九
号
）、「
注
目
す
べ
き
作
詩
家
久
保
田
宵
二
君
専
属
と
な
る
」（
第
六
巻

第
四
号
）、「
詩
壇
の
重
鎮
西
條
八
十
氏
専
属
と
な
る
」（
第
六
巻
第
十
号
）で
専
属
と
な
っ

た
時
期
が
わ
か
る
。ま
た
作
曲
家
の
竹
岡
信
幸
、明
本
京
静
、仁
木
他
喜
雄
も
同
様
に
、

「
う
ら
若
き
新
進
作
曲
家
竹
岡
信
幸
氏
我
社
専
属
と
し
て
活
躍
」（
第
五
巻
第
九
号
）、「
一

人
で
作
詞
作
曲
独
唱
の
専
属
契
約
明
本
京
静
君
専
属
と
な
る
」（
第
六
巻
第
四
号
）、「
能
才

と
し
て
知
ら
れ
る
仁
木
他
喜
雄
君
専
属
と
な
る
」（
第
六
巻
第
五
号
）か
ら
判
明
す
る
。

歌
手
の
自
己
紹
介
的
な
文
章
に
も
、新
た
な
知
見
が
詰
ま
っ
て
い
る
。二
葉
あ
き
子

「
レ
コ
ー
ド
を
通
じ
て
大
衆
と
親
し
み
た
い
」と
い
う
寄
稿
文
か
ら
は
、昭
和
十
一
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
二
葉
の
歌
手
と
し
て
の
想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
第
六
巻
第
四
号
）。当

時
は
売
り
出
し
中
で
あ
っ
た
が
、後
年
に
は
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
歌

手
た
ち
も
い
る
。そ
れ
が
櫻
井
健
二
と
島
津
英
夫
で
あ
る
。「
我
が
名
の
由
来
」と
い
う
特

集
記
事
で
は
、櫻
井
健
二「
里
見
弴
氏
型
」、島
津
英
夫「
い
ま
だ
に
未
練
あ
り
」、豆
千
代

「
神
様
か
ら・・・・・・」と
、そ
れ
ぞ
れ
芸
名
が
生
ま
れ
た
裏
話
を
紹
介
し
て
い
る（
第
六
巻

第
二
号
）。ま
た
櫻
井
健
二
は「「
吹
込
の
感
想
」を
語
り（
第
六
巻
第
四
号
）、新
人
歌
手
の

素
顔
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に「
コ
ン
ビ
を
語
る
」と
い
う
特
集
で
、松
平
晃「
満
点
の
歌
手
豆
千
代
さ
ん
」、豆

千
代「
無
邪
気
で
朗
か
な
松
平
晃
さ
ん
」と
題
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
柄
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
が
、こ
れ
も
数
少
な
い
記
録
で
あ
る（
第
六
巻
第
二
号
）。淡
谷
の
り
子
は
複
数
の
伝

記
を
書
き
残
し
て
い
る
も
の
の
、同
じ
洋
楽
調
の
歌
手
で
あ
り
な
が
ら
中
野
忠
晴
と
の
思

い
出
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。そ
の
意
味
で
は「
中
野
忠
晴
、淡
谷
の
り
子

縦
横
談
」（
同
上
）は
貴
重
な
証
言
と
い
え
る
。豆
千
代
と
作
家
の
川
口
松
太
郎
の
対
談
を

ま
と
め
た「
川
口
松
太
郎
と
豆
千
代
対
談
抄
」も
他
で
は
見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る（
第
六

巻
第
四
号
）。

作
詞
家
西
條
八
十
と
作
曲
家
江
口
夜
詩
は
、当
時
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
ド
ル
箱
的
存
在
で

あ
っ
た
。両
者
は
芸
術
使
節
に
選
ば
れ
、昭
和
十
一
年
六
月
十
一
日
に「
詩
と
音
楽
の
旅
」

と
称
す
る
世
界
一
周
の
旅
行
に
出
発
し
た（『
日
蓄
三
十
年
史
』株
式
会
社
日
本
蓄
音
器
商



会
、一
九
四
〇
年
）。そ
の
旅
行
の
模
様
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の
が
、江
口
夜
詩「
―
詩
と

音
楽
の
旅
―
桑
港
か
ら
倫
敦
ま
で
」と
、西
條
八
十「
巴
里
に
て
」で
あ
る（
第
六
巻
第
四

号
）。コ

ロ
ム
ビ
ア
の
社
員
の
人
事
に
つ
い
て
も
、「
業
界
の
練
達
松
村
武
重
氏
文
芸
部
長
に
、

和
田
前
部
長
は
営
業
部
附
に
転
任
」と
あ
り
、昭
和
九
年
四
月
中
に
松
村
武
重
が
文
芸
部

長
に
就
任
し
、和
田
龍
雄
が
営
業
部
に
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る（
第
五
巻
第
五
号
）。和

田
の
人
事
異
動
は
古
賀
政
男
が
退
社
し
て
テ
イ
チ
ク
へ
移
っ
た
責
任
に
よ
る
と
い
う
話
が

あ
り（
古
賀
政
男『
我
が
心
の
歌
』展
望
社
、一
九
六
五
年
）、「
最
近
健
康
す
ぐ
れ
ず
そ
れ

が
た
め
文
芸
部
長
の
激
職
に
耐
へ
ず
」と
い
う
記
述
を
額
面
ど
お
り
受
け
取
る
こ
と
に
は

慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。し
か
し
、レ
コ
ー
ド
の
製
作
に
影
響
力
を
与
え
る
文
芸
部
長

の
人
事
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
た
め
、そ
の
交
替
時
期
が
わ
か
る
こ
と
は
大
き
い
。こ

れ
だ
け
で
な
く
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
各
支
店
長
な
ど
の
人
事
異
動
に
関
す
る
記
述
も
確
認
で

き
る
。

西
條
八
十
の
よ
う
に
作
品
集
や
自
伝
が
あ
れ
ば
、そ
の
人
物
の
出
身
地
や
専
属
に
な
る

ま
で
の
経
緯
は
わ
か
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
も
の
の
な
い
歌
手
、作
詞
家
、作
曲
家
の

情
報
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。そ
う
し
た
基
本
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

楽
曲
が
生
ま
れ
た
背
景

専
属
芸
術
家
の
情
報
と
並
ん
で
得
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
、楽
曲
が
ど
の
よ
う
に
し

て
誕
生
し
た
か
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。こ
の
手
の
史
料
と
な
る
と
、歌
手
、作
詞

家
、作
曲
家
な
ど
が
過
去
を
振
り
返
る
回
想
録
の
よ
う
な
記
述
が
多
い
。そ
う
な
る
と
記

憶
に
残
る
ヒ
ッ
ト
曲
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、余
程
気
に
入
っ
て
い
な
い
限

り
、ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
作
品
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』

と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
関
す
る
記
述
は
、リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
も
の
で
あ
り
、ま
だ
ヒ
ッ
ト
す
る
か
否
か
が
読
め
な
い
期
待
に
満
ち
て
い
る
。

そ
の
一
例
が
、昭
和
八
年
に
新
民
謡
ブ
ー
ム
の
な
か
で
売
り
出
し
た「
東
京
祭
」や「
大
大

阪
祭
」を
紹
介
し
た
記
述
で
あ
る（
第
四
巻
第
八
号
、第
十
一
号
）。「
大
大
阪
祭
」は
十
七
万
枚

の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
が
、「
東
京
祭
」と
と
も
に
当
時
の
新
聞
紙
面
で
は
確
認
で
き
な
い
情

報
が
う
か
が
え
る
。ま
た「
さ
く
ら
音
頭
」の
作
詞
家
で
あ
る
伊
庭
孝
が「
一
九
三
四
年
の
歌

と
し
て
の「
さ
く
ら
音
頭
」」を
書
い
て
お
り
、こ
の
作
品
に
対
す
る
自
身
の
思
い
が
見
て
取

れ
る（
第
五
巻
第
二
号
）。「
さ
く
ら
音
頭
」に
関
し
て
は
、ミ
ス
さ
く
ら
を
選
ん
で
い
た
こ
と

や
、各
地
で
人
気
を
博
し
て
い
た
模
様
な
ど
も
わ
か
る（
第
五
巻
第
三
号
）。昭
和
十
年
四
月
の

「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
歌
」に
つ
い
て
は
、「
新
人
青
山
薫
氏
の
第
一
声
」と
い
う
意
味
で
宣
伝
紹
介

し
た
も
の
で
あ
っ
た（
第
六
巻
第
五
号
）。し
か
し
、こ
れ
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
テ
イ
チ
ク
へ
と

移
籍
し
た
作
曲
家
古
賀
政
男
の「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
唄
」と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、ど

の
よ
う
な
意
図
で
作
成
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
こ
と
は
歌
謡
史
の
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と

い
え
る
。

雑
誌
の
形
態
が
月
刊
誌
か
ら
季
刊
誌
へ
と
変
っ
た
昭
和
十
一
年
の
第
六
巻
を
迎
え
る
と
、

作
品
の
狙
い
や
意
図
な
ど
を
説
明
す
る
関
係
者
の
記
述
が
増
え
る
。昭
和
十
一
年
三
月
二
十

日
発
売
の「
下
田
夜
曲
」に
つ
い
て
は
、「「
下
田
夜
曲
」の
ね
ら
い
ご
と
」と
い
う
特
集
を
組
み
、

作
詞
家
高
橋
掬
太
郎
が「
僕
の
狙
つ
た
味
描
い
た
夢
」、デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
市
村
幸
一
が「
作

曲
に
新
味
を
」、作
曲
家
竹
岡
信
幸
が「
黎
明
を
の
ぞ
み
つ
ゝ
」、歌
手
の
音
丸
が「
唄
ひ
な
が

ら
胸
せ
ま
る
歌
」と
い
う
見
出
し
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
寄
せ
て
い
る（
第
六
巻
第
二
号
）。

同
号
で
は
同
年
四
月
二
十
日
発
売
の「
露
営
の
夢
」に
つ
い
て
作
詞
家
久
保
田
宵
二
が「「
露

営
の
夢
」の
作
詩
に
就
て
」、作
曲
家
江
口
夜
詩
が「
作
曲
に
就
て
」、同
日
発
売
の「
夜
霧
朝

霧
」に
つ
い
て
作
曲
家
古
関
裕
而
が「
一
気
呵
成・一
夜
で
書
い
た「
夜
霧
朝
霧
」」、歌
手
の
豆

千
代
が「
心
は
ヤ
タ
ケ
に
逸
れ
ど
も
」が
見
て
取
れ
る
。ま
た
松
平
晃「
若
き
日
の
胸
」に
つ

い
て
も
、作
詞
家
久
保
田
宵
二
が「「
若
き
日
の
胸
」寸
言
」、作
曲
家
竹
岡
信
幸
が「
作
曲
の
感

想
」を
寄
せ
て
い
る
。同
年
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
と
な
っ
た
作
曲
家
服
部
良
一
は
、淡
谷

の
り
子「
お
し
ゃ
れ
娘
」に
つ
い
て「「
お
し
ゃ
れ
娘
」の
作
曲
に
就
て
」を
説
明
す
る
。作
詞



家
西
條
八
十
は「
無
言
の
握
手
感
激
の
握
手
―「
さ
く
ら
行
進
曲
」の
出
来
る
ま
で
―
」と

い
う
裏
話
を
紹
介
し
て
い
る
。こ
う
し
た
記
述
は
他
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

情
報
で
あ
る
。

グ
ラ
ビ
ア
写
真
の
貴
重
性

『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』と『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』の
魅
力
の
一
つ
が
、圧
倒
的
な
写
真

量
で
あ
る
。「
我
が
社
芸
術
家
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
」（
第
三
巻
第
十
一
号
）の
題
名
は
な
く

て
も
、毎
号
同
じ
よ
う
な
歌
手
た
ち
の
舞
台
、レ
コ
ー
ド
店
の
訪
問
、企
画
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
写
真
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。そ
の
集
合
写
真
に
は
歌
手
だ
け
で
な
く
、作
詞
家

や
作
曲
家
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。レ
コ
ー
ド
店
を
訪
問
し
た
際
の
写
真
は
店

内
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
、最
終
項
で
後
述
す
る
風
俗
考
証
の
有
力
な
手
が
か
り

と
言
え
る
。

『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』第
一
巻
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
は
表
紙
、第
十
号
か
ら
第
六
巻
第

十
二
号
ま
で
は
内
表
紙
に
、コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
芸
術
家
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。長

唄
の
四
世
松
永
和
楓
、歌
舞
伎
の
松
本
幸
四
郎
、女
義
太
夫
の
豊
竹
呂
昇
、新
内
節
の
富

士
松
加
賀
太
夫
、浪
曲
師
の
酒
井
雲
、天
中
軒
雲
月
、広
沢
虎
造
な
ど
、邦
楽
全
盛
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
ス
タ
ー
の
顔
写
真
が
確
認
で
き
る
。一
方
で
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の
ポ
ー
ル・

ホ
ワ
イ
ト
マ
ン
、バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ヨ
ー
ゼ
フ・シ
ゲ
テ
ィ
、ピ
ア
ニ
ス
ト
で
作
曲
家
の

イ
グ
ナ
ー
ツ・フ
リ
ー
ド
マ
ン
な
ど
、外
資
系
レ
コ
ー
ド
会
社
の
香
り
の
す
る
外
国
人
の

姿
も
登
場
す
る
。

日
本
の
洋
楽
界
の
旗
手
と
し
て
は
、作
曲
家
の
山
田
耕
筰
、声
楽
家
の
ベ
ル
ト
ラ
メ
リ
ー

能
子
、三
浦
環
、原
信
子
、バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
諏
訪
根
自
子
な
ど
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。流
行
歌
の
世
界
で
は
、作
曲
家
の
古
賀
政
男
、江
口
夜
詩
、佐
々
紅
華
、奥
山
貞
吉
、

宮
田
東
峰
、古
関
裕
而
、竹
岡
信
幸
、明
本
京
静
、作
詞
家
の
西
條
八
十
、歌
手
の
淡
谷
の

り
子
、川
畑
文
子
、赤
坂
小
梅
、藤
本
二
三
吉
、松
島
詩
子
、松
平
晃
、ベ
テ
ィ
稲
田
、松
原

操
、中
野
忠
晴
、分
山
田
和
香
、音
丸
、秋
月
直
胤（
青
山
薫
）、上
野
静
夫
が
見
て
取
れ
る

（
表
参
照
）。

こ
う
し
た
写
真
の
多
く
は
昭
和
四
十
年
代
の
Ｌ
Ｐ
か
ら
現
在
の
Ｃ
Ｄ
に
至
る
、Ｓ
Ｐ
盤

の
復
刻
全
集
の
別
冊
解
説
書
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
写
真
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。昭
和
十
一

年
に
季
刊
と
な
っ
て
流
行
歌
に
関
す
る
記
述
が
豊
富
に
な
る
一
方
で
、前
年
ま
で
の
内
表

紙
の
専
属
芸
術
家
の
写
真
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。こ
れ
が
継
続
し

て
い
れ
ば
、服
部
良
一
や
二
葉
あ
き
子
な
ど
、そ
の
後
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
と
な
っ
た

人
物
の
綺
麗
で
大
柄
な
写
真
も
見
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
切
り
取
り
が
可
能
な
内
表
紙
の
写
真
は
、販
促
用
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
に
も
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。そ
の
こ
と
は「
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
芸
術
家
の
四
ツ
切
写
真
が
出
来
ま
し
た
」

と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る（
第
六
巻
第
三
号
）。「
従
来
各
位
の
店
頭
装
飾
用
並
に
御
宣
伝

用
と
し
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
芸
術
家
の
美
事
な
る
四
ツ
写
真
を
作
製
し
て
居
り
ま
し
た

が
、今
回
左
記
の
通
り
芸
術
写
真
追
加
致
し
ま
し
た
か
ら
、何
卒
陸
続
御
注
文
の
程
お
願

い
致
し
ま
す
」と
あ
り
、作
曲
家
の
竹
岡
信
幸
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
諏
訪
根
自
子
、松

竹
少
女
歌
劇
団
の
水
の
江
瀧
子
、歌
手
の
音
丸
な
ど
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て「
一
枚　
金
二
十
銭
で
お
頒
ち
致
し
ま
す
」と
い
う
。つ
ま
り
コ
ロ
ム
ビ
ア
の

四
つ
切
サ
イ
ズ
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
は
、特
約
店
に
宣
伝
用
と
し
て
無
料
配
布
し
た
も
の
で
は

な
く
、各
店
舗
が
一
枚
二
十
銭
で
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
戦
前
の
レ
コ
ー
ド

会
社
の
販
促
用
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
意
外
に
も
確
認
で
き
な
い
理
由
と
し
て
注
目
で
き
る
。

ま
た「
或
る
日
の
我
社
専
属
芸
術
家
」（
第
三
巻
第
十
号
〜
第
六
巻
第
十
二
号
）は
、『
日

蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』や『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』に
掲
載
す
る
目
的
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
と

は
い
え
、自
宅
や
外
出
先
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
の
た
め
、専
属
芸
術
家
の
日
常
風

景
が
感
じ
ら
れ
る
。こ
こ
に
は
戦
後
の『
平
凡
』や『
明
星
』の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
演
出
し

た
芸
能
人
の
姿
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
グ
ラ
ビ
ア
写
真
の
極
め
付
け
は
、「
コ
ロ
ム
ビ
ア・メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
」で
使
わ



れ
た
も
の
だ
。第
六
巻
第
六
号
と
第
七
号
で
は「
懸
賞
コ
ロ
ム
ビ
ア・メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
」

と
い
う
記
述
問
題
で
あ
っ
た
が
、第
六
巻
第
八
号
の「
コ
ロ
ム
ビ
ア・メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
」

で
は
二
十
名
の
内
六
名
を
除
い
て
目
隠
し
を
し
た
顔
写
真（
第
十
号
で
は
一
名
を
除
い
て

目
隠
し
）か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
を
質
問
し
て
い
る
。流
行
歌
の
歌
手
だ
け
で
は
な
く
作

詞
家
や
作
曲
家
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、か
な
り
難
問
で
あ
る
。第
九
号
と
第
十
一
号
で

は
目
隠
し
は
な
い
も
の
の
、外
国
曲
に
関
す
る
外
国
人
た
ち
な
の
で
、や
は
り
簡
単
で
は

な
い
。最
終
問
題
と
な
っ
た
第
十
二
号
で
は
、古
典
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
曲
家
、邦
楽

や
作
家
を
混
在
さ
せ
て
い
る
。正
直
、『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』の
創
刊
号
か
ら
揃
え
て
、そ
れ

ら
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
丹
念
に
見
て
い
か
な
い
と
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

邦
楽
と
洋
楽
の
消
費
者
嗜
好
統
計

レ
コ
ー
ド
会
社
に
と
っ
て
売
れ
筋
の
デ
ー
タ
解
析
は
生
命
線
で
あ
る
。そ
の
た
め
邦
楽

と
洋
楽
の
い
ず
れ
が
好
み
か
、東
京
、京
都
、大
阪
を
は
じ
め
、大
都
市
に
お
け
る
消
費
者

の
統
計
を
取
っ
て
い
る
。戦
前
と
戦
後
と
で
は
大
き
く
大
衆
の
音
楽
に
対
す
る
好
み
が
変

化
す
る
が
、「
六
大
都
市
に
於
け
る
邦
楽
嗜
好
状
態
の
比
較
―
興
味
あ
る
事
実
が
現
れ
て
ゐ

る
」か
ら
は
、戦
前
に
邦
楽
の
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る（
第
五
巻
第
七
号
）。

こ
れ
は
昭
和
九
年
六
月
の
統
計
だ
が
、こ
の
頃
に「
ハ
ア
小
唄
」や
股
旅
任
侠
路
線
な
ど
邦

楽
を
取
り
入
れ
た
流
行
歌
が
多
く
作
ら
れ
た
理
由
が
見
え
て
く
る
。同
年
九
月
に
は「
第

二
位
六
大
都
市
に
於
け
る
邦
楽
嗜
好
状
態
調
査
―
広
島・福
岡・長
崎・函
館・仙
台・札
幌

の
」に
調
査
対
象
を
拡
大
し
て
い
る（
第
五
巻
第
十
号
）。

そ
の
一
方
で「
六
大
都
市
に
於
け
る
洋
楽
嗜
好
状
態
の
比
較
―
断
然
横
浜
が
第
一
位
」

と
い
う
邦
楽
嗜
好
と
の
比
較
対
象
で
き
る
統
計
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
貴
重
で
あ
る（
第

五
巻
第
八
号
）。東
京
は
ジ
ャ
ズ
で
第
二
位
で
あ
る
も
の
の
、洋
楽
全
般
で
は
大
阪
に
次
ぐ

低
位
で
あ
り
、人
口
数
に
対
し
て
一
般
に
洋
楽
が
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
。同
年
十
一

月
に
は「
第
二
位
六
大
都
市
に
於
け
る
洋
楽
嗜
好
状
態
調
査
―
洋・邦
楽
を
通
じ
て
長
崎

が
第
一
」を
報
じ
て
い
る（
第
五
巻
第
十
一
号
）。こ
れ
ら
の
統
計
は
、二
十
五
歳
以
下
か

ら
六
十
代
ま
で
の
嗜
好
比
率
も
わ
か
り
、こ
の
時
点
で
の
邦
楽
と
洋
楽
と
の
人
気
ジ
ャ
ン

ル
を
知
る
上
で
も
、目
か
ら
鱗
の
史
料
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
戦
前
期
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
で
は
、逓
信
省
電
務
局
業
務
課「
ラ
ジ
オ
に
関
す

る
調
査
」、総
務
局
計
画
部
調
査「
慰
安
演
説
の
放
送
編
成
回
数
調
」、昭
和
九
年
度
投
書

内
容
調
査
第
三
次
報
告
、総
務
課
計
画
部「
投
書
調
査『
慰
安
に
関
す
る
事
項
』」（
南
博
編

『
近
代
庶
民
生
活
誌
』第
八
巻
、三
一
書
房
、一
九
八
八
年
）に
よ
る
ラ
ジ
オ
聴
取
者
の
嗜

好
に
関
す
る
記
録
が
使
わ
れ
て
き
た
。コ
ロ
ム
ビ
ア
の
邦
楽
と
洋
楽
の
嗜
好
調
査
統
計
は
、

ラ
ジ
オ
聴
取
者
の
音
楽
に
対
す
る
嗜
好
性
に
重
ね
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い

手
が
か
り
で
あ
る
。ま
た
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
嗜
好
性
を
裏
付
け
る
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。

レ
コ
ー
ド
店
と
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
内
の
風
俗
考
証

『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』や『
コ
ロ
ム
ビ
ア・ニ
ュ
ー
ス
』に
は
全
国
各
地
の
レ
コ
ー
ド
店
の

写
真
が
散
見
さ
れ
る
。接
客
に
利
用
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、カ
ウ
ン
タ
ー
背
面
の

棚
や
、店
内
で
レ
コ
ー
ド
を
収
納
し
て
い
る
引
き
出
し
、蓄
音
器
の
配
置
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
店
の
様
子
が
色
々
と
見
て
取
れ
る
。ま
た
店
内
で
レ
コ
ー
ド
を
収
納
す
る
戸
棚
の
引

き
出
し
の
デ
ザ
イ
ン
は
、第
三
巻
第
十
号
の
表
紙
で
は
っ
き
り
す
る
。中
央
に
コ
ロ
ム
ビ

ア
の
音
符
の
マ
ー
ク
が
付
き
、そ
の
左
右
の
白
地
に
レ
コ
ー
ド
の
番
号
が
記
入
さ
れ
て
お

り
、客
の
求
め
る
レ
コ
ー
ド
が
す
ぐ
に
探
し
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

レ
コ
ー
ド
店
内
の
陳
列
棚
や
飾
り
方
な
ど
、特
約
店
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
情
報
も
提

供
し
て
い
た
。銀
座
堂
の
五
十
嵐
耕
一「
レ
コ
ー
ド
を
売
る
ま
で
―
そ
の
一
考
察
」（
第
三

巻
第
五
号
）、川
喜
田
煉
七
郎「
店
内
の
家
具
設
備
に
つ
い
て
」一（
第
四
巻
第
五
号
）、同

上「
店
内
家
具
設
備
に
つ
い
て
」二（
第
四
巻
第
六
号
）、浜
田
増
治「
陳
列
窓
装
置
の
形
式



と
要
領
」（
第
五
巻
第
九
号
）、「
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
の
飾
り
方
」（
第
六
巻
第
六
号
〜
第
十
二

号
）な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
を
読
む
と
、当
時
の
レ
コ
ー
ド
店
に
勧
め
る
最
新
の
形
式
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
社
内
風
景
に
つ
い
て
は
、考
現
学
者
の
吉
田
謙
吉「
レ
コ
ー
ド
考
現
学

―
文
芸
部
訪
問
記
―
」の
記
述
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る（
第
五
巻
第
九
号
）。「
練
習
室
」

「
第
一
吹
込
室
」「
第
二
吹
込
室
」の
絵
図
に
加
え
て
、歌
手
や
演
奏
家
の
吹
込
風
景
の
図
が

添
え
て
あ
る
。同
上「
レ
コ
ー
ド
考
現
学（
二
）―
総
営
業
部
訪
問
記
」で
は
、「
会
議
室
」「
宣

伝
部
」「
営
業
部
」「
副
社
長
室
」の
絵
図
を
入
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る（
第
五
巻
第
十
号
）。同
上「
レ
コ
ー
ド
考
現
学（
三
）―
工
場
訪
問
記
―
」で
は
、工

場
で
従
事
す
る
人
た
ち
の
服
装
や
作
業
工
程
に
つ
い
て
紹
介
す
る（
第
五
巻
第
十
一
号
）。

こ
の
う
ち
工
場
で
の
作
業
に
つ
い
て
は
、「
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
が
出
来
る
ま
で
」（
第

四
巻
第
四
号
）と
い
う
、録
音
か
ら
工
場
で
レ
コ
ー
ド
が
プ
レ
ス
さ
れ
る
ま
で
の
工
程
を

写
真
で
追
っ
た
貴
重
な
記
録
と
重
ね
て
読
む
と
よ
り
理
解
が
深
ま
る
。福
島
市
古
関
裕
而

記
念
館
に
は
古
関
裕
而
が
撮
影
し
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
の「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
が
出
来
る
ま
で
」

と
い
う
フ
ィ
ル
ム
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
と
と
も
に
戦
前
期
の
レ
コ
ー
ド
製
造
の
過

程
が
う
か
が
え
る
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
と
写
真
を
丹
念
に
見
る
と
、昭
和
戦
前
期
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
内
や
工
場
、

各
レ
コ
ー
ド
店
を
見
学
し
た
気
分
に
な
れ
る
。現
在
で
は
行
っ
て
確
か
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
風
俗
考
証
に
役
立
つ
史
料
と
言
え
る
。


